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総合研究大学院大学は昭和６３年１０月１日に発足し，初代学長に長倉三郎岡崎国立共同研究機

構長が就任した。更に平成２年１月廣田栄治教授が同大学副学長に就任した。その後，平成７年

３月に長倉学長が任期満了により退官され，同年４月に廣田栄治同大学副学長が第二代学長に就

任し，森脇和郎同大学名誉教授が副学長に就任した。そして平成１３年４月には小平桂一前国立天

文台長が第三代学長に，高畑尚之同大学先導科学研究科長が副学長に就任した。分子科学研究所

は，同大学院大学の基盤機関として，構造分子科学専攻及び機能分子科学専攻を受け持ち，平成

１２年度までに１６６名（外国人２１名，編入者２名を含む）の学生を受け入れ，さらに平成１３年

４月には，１０大学から１２名の学生を新たに受け入れた。また平成３年３月に６名の第一回博士

課程後期修了者を送り出してから，これまでに１１４名の修了者を送り出した。

その専攻の概要は次の通りである。

構造分子科学専攻

詳細な構造解析から導かれる分子及び分子集合体の実像から物質の静的・動的性質を明らかに

することを目的として教育・研究を一体的に行う。従来の分光学的及び理論的な種々の構造解析

法に加え，新しい動的構造の検出法や解析法を用いる総合的構造分子科学の教育・研究指導を積

極的に推進する。

機能分子科学専攻

物質の持つ多種多様な機能に関して主として原子・分子レベルでその発現機構を明らかにし，

さらに分子及び分子集合体の新しい機能の設計，創製を行うことを目的として教育・研究を一体

的に行う。新規な機能測定法や理論的解析法の開発を含む機能分子科学の教育・研究指導を積極

的に推進する。

分子科学研究所は発足当初より大学院教育に協力して学生の研究指導を行う制度（次頁参照）

を持ち，この制度にもとづいて特別共同利用研究員（平成１３年度前期２４名）を受け入れている。

分子科学研究所としては，この両制度の調和のとれた発展を図りつつ，研究所が持つ独自の大

学院制度の確立をめざしている。
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